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凍結保存、遺伝資源保全

遺伝資源を永久保存するために、液体窒素中（-196℃）
で細胞を半永久的に保存できる技術が「凍結保存」である。
精子・卵子・受精卵の凍結保存により、実験動物系統保存、
畜産優良系統品種改良・増殖、ヒト不妊治療目的の卵子・
受精卵保存、絶滅危惧種の保全が可能である。
凍結保存では、細胞内に氷の結晶が形成されると、細胞

は物理的に破壊されて死滅することになる。氷晶形成メカ
ニズムを調べたところ、融解過程にも氷晶が形成されるた
め、急速融解こそが重要であることを見出している。その
知見を活かし、マウス、ウサギなど実験動物受精卵凍結保
存法開発に成功している（特許第7355368号、図１）。
また、体外で発生する魚類・両生類受精卵はサイズが大

きいため、実用的な受精卵凍結保存方法は開発されていな
い。日本人に親しまれている魚であるメダカは絶滅危惧種
に指定されている。そこで、サイズの小さな精子・卵子の
先祖細胞である生殖幹細胞を凍結して代理親に移植するこ
とで、メダカ凍結細胞由来の精子・卵子・個体を復元させ
ている（図2）。

低温生物学・細胞を凍結保存するための研究

実験動物系統保存、畜産優良系統の保存、
ヒト不妊治療目的のヒト卵子・受精卵の
凍結保存、絶滅危惧種の保全

急速融解が重要であることを世界に先駆けて示
した。今後、急速融解に着目した新規凍結保存
方法を開発する。
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